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今
年
も
、
日
本
各
地
で
五
月
か
ら
夏
日
と
な
る
事

が
当
た
り
前
の
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
、
温
暖
化
の
原
因
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
制
限
を
国
際
社
会
が
目

指
す
な
か
、
ア
メ
リ
カ
の
我
儘
大
統
領
は
、
温
暖
化

対
策
の
「
パ
リ
協
定
」
か
ら
の
離
脱
を
宣
言
し
ま
し

た
。
理
由
は
、
人
間
の
活
動
（
二
酸
化
炭
素
排
出
）

が
気
温
変
化
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
説
に
懐
疑
的

で
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
活
動
を
優
先
す
る
か
ら
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
の
頭
の
中
は
、
人
間
（
し
か

も
ア
メ
リ
カ
の
自
分
の
支
持
層
）
の
利
益
が
最
大
の

関
心
な
の
で
し
ょ
う
。

　

キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
下
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会

で
は
、
人
間
の
自
然
支
配
を
肯
定
し
、
自
然
と
対
決

し
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
一
派

で
は
、
い
ま
だ
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
間
違

い
で
、
神
に
造
ら
れ
た
人
間
至
上
主
義
を
唱
え
て
お

り
ま
す
。
神
の
名
の
元
に
ジ
ハ
ー
ド
を
叫
び
テ
ロ
を

繰
り
か
え
し
、
考
え
方
の
違
う
人
を
認
め
な
い
人
達

と
彼
の
考
え
方
が
ダ
ブ
っ
て
し
ま
う
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

　

絶
対
的
な
物
（
神
）
を
信
じ
る
事
が
悪
い
と
は
言

い
ま
せ
ん
が
、
他
の
存
在
を
否
定
す
る
様
な
間
違
っ

た
方
向
に
向
い
て
し
ま
っ
て
い
る
人
達
が
い
る
の
は

悲
し
い
限
り
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
の
様
な
一
神
教
に
比

べ
て
、
教
義
も
な
い
神
道
の
様
な
多
神
教
は
、
原
始

宗
教
と
一
段
下
に
見
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

現
代
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
を
始
め
数
々
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
古
代
文
明
は
、
食
料
や
燃
料
を
求
め
た
森
林
破
壊

に
よ
り
終
焉
し
た
事
が
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
な
り

「
人
間
と
自
然
と
の
共
生
」
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ

る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
こ
そ
、
「
神
道
」
の
精
神
で
す
。
日
本
人
は

古
く
か
ら
「
自
然
と
の
共
生
」
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
神
道
で
は
人
間
を
自
然
の
一
部
と
し
て
考
え
、

自
然
を
自
分
の
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
大
切
に
扱
い
ま

す
。
自
然
は
、
征
服
・
克
服
す
る
も
の
で
は
な
く
、

敬
服
・
共
存
す
る
も
の
な
の
で
す
。
そ
れ
は
、
対
自

然
だ
け
に
向
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
神

様
・
仏
様
と
他
の
宗
教
に
も
寛
容
で
、
自
分
の
価
値

観
を
他
人
に
押
し
つ
け
る
事
な
く
、
お
互
い
に
認
め

合
い
ま
す
。
「
和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」
こ
れ
か
ら

の
世
界
は
、
日
本
的
な
考
え
方
が
大
切
に
な
っ
て
来

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
近
く
に
は
、
そ
う
考
え
な
い
国
が
あ
る
の

は
困
っ
た
も
の
で
す
。
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１ 

戦
後
教
育
が
め
ざ
し
た
も
の

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ（
占
領
軍
）が一番
恐
れ
て
い
た
の
は「
天
皇
陛
下
を
尊
び
皇
室

を
崇
め
国
民
が
ひ
と
つ
に
な
る
」
と
い
う
日
本
人
の
国
民
性
で
し
た
。も

し
日
本
上
陸
作
戦
を
開
始
す
る
と
し
た
ら一
体
ど
れ
だ
け
の
犠
牲
を
出

さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
？
こ
こ
で
秘
策
を
練
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

戦
後
、裁
判
を
前
に
し
て
こ
の
秘
策
は
被
告
た
ち
と
の
駆
け
引
き
に

使
わ
れ
ま
し
た
。皇
室
の
安
泰
と
国
体
の
護
持
を
願
う
被
告
や
政
府

関
係
者
に
提
案
さ
れ
た
の
は
「
天
皇
の
戦
争
責
任
を
追
及
し
な
い
」
こ

と
で
し
た
。胸
を
な
で
お
ろ
す
関
係
者
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
日

本
解
体
は
進
ん
で
い
た
の
で
し
た
。そ
の一つ
が「
教
育
」だ
っ
た
の
で
す
。

日
本
人
の
頑
な
な
国
民
性
は
そ
の
教
育
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
結
論

か
ら
、
い
か
に
し
て「
日
本
の
教
育
を
解
体
」さ
せ
る
の
か
を
考
え
て
い

た
の
で
し
た
。そ
の
結
果
が
「
修
身
･
歴
史
･
地
理
」
を
教
科
か
ら
削

除
す
る
こ
と
で
し
た
。 河

合 

鎮
徳

葦
原
神
社
　
宮
司

小
･
中
･
高
の
学
校
で
螺
旋
階
段
状
に
学
ん
だ

歴
史
観
が
育
む
も
の
　
〜
前 

編
〜

　

２ 

戦
後
教
育
で
失
っ
た
も
の

　
『
戦
後
教
育
で
失
わ
れ
た
も
の
』と
題
し
た
新
書
が
新
潮
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
の
は
平
成
十
七
年
の
八
月
で
し
た
。教
育
評
論
家
の
森
口
朗

（
も
り
ぐ
ち　

あ
き
ら
）
氏
に
よ
っ
て
鋭
い
切
り
口
の
問
題
提
起
が
あ
っ

た
の
で
す
。

　

た
と
え
ば　

◎
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
何
に
墨
を
ぬ
ら
せ
た
か　

◎
教
育
基
本

法
と
教
育
勅
語
は
別
の
も
の
で
あ
る　

◎
大
御
心
「
信
仰
」
な
き
現
代

に
教
育
勅
語
の
復
活
は
な
い　

◎
教
育
基
本
法
は
改
正
で
は
な
く
廃

止
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い（
こ
の
時
点
で
は
教
育
基
本
法
は
旧
法
で
、
改
正
教

育
基
本
法
は
こ
の
本
の
出
版
1
年
後
の
平
成
十
八
年
十
二
月
）
な
ど
驚

く
べ
き
内
容
で
し
た
。

　

運
動
会
等
で
み
な
が
手
を
つ
な
ぎ
一
斉
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
こ
と
な
ど

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。履
き
違
え
の

人
権
教
育
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
事
よ
り
ま
ず
「
家
庭
教
育
」の
崩
壊
に
つい
て
お
話
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

父
権
の
失
墜

　

戦
後
ま
も
な
く
は
家
庭
で
の
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。し

か
し
、
高
度
成
長
期
に
か
か
る
と
各
家
庭
は
生
活
安
定
の
た
め
収
入
重

視
の
生
活
と
な
り
ま
す
。長
時
間
労
働
や
長
期
出
張
と
い
う
事
実
は

「
戸
主（
父
親
）不
在
」の
状
態
が
発
生
し「
父
権
」と
い
う
も
の
を
無
実

化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。本
来
座
る
べ
き
戸
主
の
席
に
テ
レ
ビ
が
居
座

り
、君
臨
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
を
叱
る
親
が
少
な
く
な
り
、
学
校
で
は「
個
性
の
重
視
」「
個
の

尊
重
」が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
し
て
家
庭
教

育
は
崩
壊
し
て
いっ
た
の
で
す
。戦
後
瞬
く
間
に
崩
壊
し
な
か
っ
た
の
は

「
教
育
勅
語
」
が
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
国
民
の
個
々
に
生
き
続
け

て
い
た
日
本
人
の
心
が
ま
だ
健
全
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　

個
性
の
重
視

　
一つ
例
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。小
学
校
の
低
学
年
の
子
供
が「
ひ
と
」の
絵

を
描
き
ま
し
た
。そ
の
絵
を
見
る
と
、頭
の
下
つ
ま
り
首
の
部
分
か
ら
横

に
左
右
の
手
が
伸
び
て
い
ま
す
。胴
体
ら
し
き
下
に
細
い
線
が
二
本
あ

り
ま
す
。お
そ
ら
く
足
で
し
ょ
う
。こ
ん
な
絵
を
教
師
た
ち
は「
個
性
」だ

と
片
付
け
ま
し
た
。絵
を
描
く
と
き
の
重
要
事
項
と
し
て
「
よ
く
見
て

描
く
」を
念
頭
に「
ど
こ
か
ら
手
が
出
て
い
る
の
か
な
？
」と
指
導
す
れ
ば

た
ち
ま
ち
に
し
て
子
供
た
ち
は
技
法
を
習
得
し
、
よ
り
写
実
的
に
描
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
さ
に「
基
礎
基
本
の
重
視
」で
す
。三
・
四
年
の
図

画
で
も
チ
ュー
ブ
か
ら
出
し
た
ま
ま
の「
み
ど
り
」「
き
み
ど
り
」で
葉
や

草
を
描
く
の
で
は
な
く
、
事
前
に「
藍
色
」と「
山
吹
色
」を
混
ぜ
合
わ

せ
、
そ
の
頃
合
を
教
え
て
い
く
と
そ
の
季
節
に
あ
っ
た
葉
の
色
と
森
や
林

の
色
に
合
う
こ
と
で
そ
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。あ
の
抽
象

画
家
の
ピ
カ
ソ
で
さ
え
、
初
期
の
作
品
は
実
に
写
実
的
で
あ
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
見
た
ま
ま
を
そ
の
ま
ま
に
映
し
出
す
こ
と
を
教
え
る
こ
と
が
基

礎
基
本
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
前
衛
的
な
美
術
学
校
や

師
範
学
校
（
教
育
学
部
）
を
出
た
殆
ど
の
教
師
は
妙
に
子
供
た
ち
に
お

も
ね
る
の
で
す
。こ
の
原
因
は
敗
戦
後
の
教
育
に
あ
り
ま
す
。

　

３ 

教
師
は
ト
モ
ダ
チ
感
覚　

熱
中
時
代　

金
八
先
生
が
残
し
た
汚
点

　
一世
を
風
靡
し
た
Ｔ
Ｖ
番
組
に「
熱
中
時
代
」
が
あ
り
ま
す
。北
海
道

か
ら
出
て
き
た
若
い
教
員
が
体
当
た
り
で
教
育
に
取
り
組
む
設
定
で

す
。主
演
の
水
谷
豊
氏
に
文
句
は
あ
り
ま
せ
ん
が
製
作
上
の
問
題
点
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。い
く
つ
も
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
ま
ず
教

師
の
服
装
で
す
。ト
レ
ー
ナ
ー
姿
の
教
員
は
私
服
で
授
業
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。い
や
し
く
も
教
壇
に
立
っ
て
児
童
生
徒
に
授
業
を
す
る

な
ら
ば
服
装
を
正
し
て
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。な

る
ほ
ど
児
童
生
徒
は
中
途
半
端
な
人
格
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
れ
か
ら

立
派
な
人
間
に
成
長
し
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
た
磨
か
ざ
る
宝
玉
で
あ

り
ま
す
。そ
の
未
完
成
で
あ
り
な
が
ら
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
児
童

生
徒
に
教
育
者
と
し
て
き
ち
ん
と
対
峙
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

な
ら
ば
Ｔ
Ｖ
上
の
北
野
先
生（
水
谷
豊
）の
服
装
は
問
題
外
で
あ
り
、
校

長
も
注
意
し
て
改
め
さ
せ
る
べ
き
こ
と
で
す
。し
か
し
、こ
の
番
組
の
ヒ
ッ

ト
で
全
国
の
教
員
の
服
装
は
乱
れ
に
乱
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。も

し
、あ
な
た
が
保
護
者
で
子
供
の
学
期
末
懇
談
会
に
行
く
と
仮
定
し
ま

す
。父
親
の
あ
な
た
は
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
（
母
親
の
あ
な
た
は
フ
ォ
ー
マ
ル

な
服
装
で
）そ
の
時
間
帯
に
担
任
と
向
か
い
合
い
ま
す
。し
か
し
、
担
任

は
ラ
フ
な
服
装
で
、
し
か
も
ジ
ャ
ー
ジ
に
ジ
ー
パン
だ
っ
た
ら
ど
う
感
じ
ら

れ
ま
す
か
？
成
績
云
々
を
告
げ
ら
れ
て
も
お
そ
ら
く
教
員
の
「
常
識
」

を
疑
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
く
ら
い
教
員
の
常
識
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。大
学
を
卒
業
し
、
人
生
経
験
の
な
い
ま
ま
に
教
職
に
つ
く
。

そ
れ
を
世
間
で
は
「
先
生
･
先
生
」
と
呼
ぶ
の
で
す
。何
も
知
ら
な
い
く

せ
に
そ
の
う
ち
自
分
は「
先
生
」に
な
って
し
ま
う
の
で
す
。こ
れ
が
実
は

錯
覚
な
の
で
す
が
本
人
は
気
づ
き
ま
せ
ん
。早
く
気
が
つ
い
た
者
が
本
物

の
教
員
に
な
って
い
く
の
で
す
。

　

金
八
先
生
の
番
組
も
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。武
田
鉄
矢
氏
は
福
岡
教
育

大
学
教
育
学
部
で
教
員
を
目
指
し
た
学
生
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も

製
作
者
が
受
け
を
狙
っ
た
た
め
実
際
の
教
育
現
場
か
ら
か
け
離
れ「
生

徒
の
育
成
」と
い
う
要
素
が
決
定
的
に
欠
け
て
い
る
と
い
う
前
述
の
森
口

氏（
戦
後
教
育
の
失
わ
れ
た
も
の
）の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

全
国
教
育
関
係
神
職
協
議
会
　
会
長

全
国
熊
野
会
鳥
取
県
支
部
長
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文化財防火デー（1月26日）の
前日に境内で東灘消防署による　消防訓練

４月３日　「はなびらまつり」にて“灘の酒造り唄”

春季大祭　祭典奉仕　　西之町地区
左　安達和隆　様　　右　坂本義人　様

宮入の前に　御旅所「御影本町６丁目」前にて
“ダンジリ”のお祓いを受ける

日
　
記
　
抄

日
　
記
　
抄

 
二
十
五
日
 
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

　
　

 

三
十
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部
　
新
年
総
会

 

 
於
：
ホ
テ
ル 
ラ
･
ス
イ
ー
ト
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

 

 
宮
司
・
職
員
出
席

二
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

十
一
日
 
澤
之
井
　
祭

 

十
二
日
 
月
　
釜（
裏
千
家
・
渋
谷
宗
雅
）

 
二
十
三
日
 
神
道
政
治
連
盟
時
局
講
演
会

 

 
於
：
楠
公
会
館
　
宮
司
出
席

 

二
十
六
日 

祈
年
祭　

参
列
三
十
四
名

 

同
　
 
総
代
会
　
参
加
三
十
一
名

三
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

五
日
 
平
野
　
三
星
稲
荷
社
　
稲
荷
祭

 

十
二
日
 
月
　
釜（
裏
千
家
・
森
社
中
　
若
草
会
）

 

十
三
日
 
更
生
保
護
協
会
評
議
員
会

 

 
於
：
ア
リ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
神
戸
　
宮
司
出
席

 

十
七
日
 
ア
イ
ナ
ッ
ク
神
戸

 

 
必
勝
祈
願
祭

 

十
九
日
 
弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　（
予
算
案
等
審
議
）於
：
社
務
所
　

 
二
十
六
日
 
西
之
町
　
富
玉
稲
荷
社
　
春
祭

 
二
十
七
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部
総
会

 

 
於
：
長
田
神
社
　
宮
司
・
職
員
出
席

四
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

三
日
 
御
影「
は
な
び
ら
ま
つ
り
」開
催

   

　

 

九
日
 
月
　
釜（
裏
千
家
・
直
井
宗
順
）

 

十
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

 

 
定
例
部
会
　
於
　
本
住
吉
神
社

 

 
宮
司
・
職
員
参
加

 

十
三
日
 
教
誨
師
会
委
嘱
式
　
　

 

 
於
：
楠
公
会
館
　
宮
司
出
席

五
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

三
日 

春
季
大
祭
　
参
列
五
十
名

　 

 

四
日 

地
車
宮
入  

 

十
一
日
 
兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社
春
祭

 

十
四
日
 
月
　
釜（
裏
千
家
・
高
濱
宗
益
）　

 
二
十
一
日
 
弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

 

 （
決
算
等
審
議
）於
：
社
務
所

六
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

九
日
 
兵
庫
県
神
道
教
誨
師
会
総
会

 

 
於
：
生
田
神
社
会
館
　
宮
司
出
席

 

十
一
日
 
月
　
釜（
裏
千
家・森
本
社
中
　
只
楽
会
）

 

十
三
日
 
神
道
政
治
連
盟
議
員
懇
談
会

 

 
於
：
東
京
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
　

 

 
宮
司
参
加

 

十
四
日
 
神
道
政
治
連
盟
中
央
委
員
会

 

 
於
：
神
社
本
庁
大
講
堂
　
宮
司
出
席

 
二
十
八
日
 
兵
庫
県
神
道
青
年
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
建
五
〇
周
年
記
念
大
会

 

 
於
：
A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸

 

 
宮
司
・
職
員
出
席

 

三
十
日 

夏
越「
大
祓
」　

一
月
 
一
日 

歳
旦
祭

　
　
　
　
　
　
吉
例
　
鏡
開（
ふ
る
ま
い
酒
）

 

 
境
内
警
備
　
奉
仕
　
各
地
区
青
年
会

 

三
日 

元
始
祭

 

同
　
 
新
春「
壽
」茶
席

 

 
奉
仕
　
淡
交
会
青
年
部

 

十
四
日 

御
保
岐
祭

 

十
五
日
 
と
ん
ど（
神
札
・
注
連
飾
焼
納
）

 
二
十
二
日
 
春
祭
・
地
車
祭
　
打
合
始

 

同
　
 
新
春
奉
仕
総
代
・
青
年
会
　
懇
親
会

 
二
十
三
日
 
神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

 

 
定
例
部
会
　
於
　
綱
敷
天
満
神
社

 

 
宮
司
・
職
員
参
加

七
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

九
日
 
月
　
釜（
煎
茶
　
東
阿
部
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
翠
玲
）

 

二
十
三
日 

夏
祭・崇
敬
会
大
祭

八
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

六
日
 
崇
敬
会　

参
拝
旅
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
路
・
伊
弉
諾
神
宮

 二
十
九
〜
三
十
日
 
全
国
熊
野
会

　
　
　
　
　
　
　
　
於
：
和
歌
山
　
速
玉
大
社

九
月
 
一
日
 
月
次
祭

　
　
　
十
日
 
月
　
釜（
裏
千
家
・
藤
田
宗
芳
）

 

十
二
日
 
兵
庫
県
神
社
関
係
者
大
会

 

 
於
：
三
田
ホ
テ
ル

十
月
 
一
日
 
月
次
祭

 

八
日
 
月
　
釜（
表
千
家
・
岡
江
智
子
）

 

十
一
日
 
兼
務
社（
西
平
野
）厳
島
神
社
　
例
祭

 

十
五
日 

例  

祭　

 

 

神
幸
祭

十
一
月
 一
日
 
月
次
祭
　

十
一
月 

中 

七
五
三
御
祈
祷
受
付

十
二
月
 一
日
 
月
次
祭
　

 

十
日
 
月
　
釜（
表
千
家
・
宗
静
会
）

 
三
十
一
日
 
年
越「
大
祓
」 

除
夜
祭

平
成
二
十
九
年　

下
半
期
行
事
予
定

　
長
年
神
社
総
代
を
お
勤
め
い
た
だ
き

　
五
月
大
祭
に
も
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た

　
安
達
和
隆
　
様
は
　
五
月
二
十
三
日
急
逝

　
さ
れ
ま
し
た
　
享
年
　
満
六
十
七
歳

　
長
年
の
御
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に

　
謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
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特
別
御
奉
納

十
二
月
　

冬
至
柚
子
　

一
〇
㌔（
約
五
〇
ヶ
入
）

　
　
　
　
　
×
一
〇
箱

　
　
　
㈱
カ
ネ
ト
シ

一
月
　

鏡
開 

テ
ン
ト
用
ヒ
ー
タ
ー
　

　
　
　
　
㈱
カ
ン
キ

三
月
　

拝
殿
前 

鈴
緒

　
　
　
　
藤
澤
福
男

新
　
春

【
玉
串
料
】

村
山
美
知
子

原

　

乙

彦

御
影
屋
　
犬
塚

六
峰
園
　
志
井
一
雄

池

田

英

代

市

川

道

子

嘉

納

修

治

工

藤

玲

子

斎

藤

利

雄

谷

田

雅

夫

竹

内

路

乃

常

盤

堂

中

野

　

隆

畠

中

和

廣

森

　

　

崎

い
わ
た
え
ん

内

田

浩

平

國

廣

節

子

平

井

利

治

盛

山

正

仁

山

形

敬

直

木

岡

良

仁

田

中

英

雄

【
献
酒
】

　
四
斗
樽
（
薦
被
り
）

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱

剣
菱
酒
造
㈱

　
清
酒

櫻
正
宗
㈱
（
滝
鯉
）

㈱
神
戸
酒
心
館
（
福
寿
）

㈱
安
福
又
四
郎
商
店

　
　
　（
大
国
正
宗
）

泉

酒

造

㈱

郡
家
自
治
会

郡
家
地
車
保
存
会

郡
家
青
年
会

上
御
影
協
力
会

平
野
地
車
保
存
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
青
年
会

中
御
影
地
車
保
存
会

弓
場
自
治
会

弓
場
青
年
会

弓
場
地
車
保
存
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

石
久
　
乾
石
材

植

木
　
信

行

植

木
　
信

太

植

木
　
純

二

植

木

　

敬

植

木

　

蕗

兼

清

正

幸

川

　

　

口

関
西
電
気
商
会

嶋

村

理

弘

関
　
由

紀

子

秋
香
報
恩
会

瀧
野
耕
一
・
恵
美
子

谷

口

秀

哉

ミ
ッ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　

畠
中
和
廣

藤

原

　

久

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

　
神
戸
第
五
十
八
団

松

本

利

子

み
つ
巴
菓
舗

御

影

石

材

み
か
さ
商
店

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

こ
ど
も
園

お
り
ょ
う
り
　
御
厨

【
献
品
】

新
　
米
　
10 

㌔
保
元
孝
彦

缶
ビ
ー
ル
一
ケ
ー
ス

鹿
嶽
商
会

缶
ジ
ュ
ー
ス
二
ケ
ー
ス

　
　
め
ぐ
み
鍼
灸
院

菓
子

　
　
虎
屋
吉
末

春
祭
・
祈
年
祭

【
玉
串
料
】

中
御
影
地
車
保
存
会

御
影
弓
場
自
治
会

上
御
影
協
力
会

東
町
区
自
治
会

五
六
自
治
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

酒

井

徹

郎

藤

原

　

久

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

夏
原
房
次
郎

平

田

　

隆

一

原

裕

継

田

中

健

彦

廣

瀬

和

司

森

本

建

美

山

下

久

史

【
献
酒
】

御
影
西
町
地
区

　
　
　
地
車
保
存
会

五
月
大
祭

【
玉
串
料
】

村
山
美
知
子

弓
弦
羽
神
社

　
　
　
春
祭
協
賛
会

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園

理
事
長
　
田
川
　
智

中
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

安
達
秀
則
・
文
子

野

添

忠

雄

西
御
影
親
和
会

御
影
本
町
五
六
自
治
会

高
橋
し
ん
ご

㈱

谷

　

尾

中

野

　

隆

藤

原

　

久

藤

原

和

子

や
ま
び
こ
会

安

達

正

時

西
平
野
自
治
会

芦

屋

神

社

池

田

英

代

い
わ
た
え
ん

内

田

浩

幸

浦

上

忠

文

尾

崎

勝

吉

竹

中

栄

一

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

夏
原
房
次
郎

平

田

　

隆

御
影
中
学
校
　
校
長

　
　
　
紀
州
谷
浩
市

山

形

敬

直

一

原

裕

継

小

南

　

健

森

本

建

美

山

下

久

史

田

　

　

中

【
献
酒
】

菊
正
宗
酒
造
㈱

白
鶴
酒
造
㈱

剣
菱
酒
造
㈱

郡
家
地
区
自
治
会

郡
家
地
区
地
車
保
存
会

郡
家
地
区
青
年
会

上
御
影
協
力
会

平
野
地
車
保
存
会

上
御
影
青
年
会

中
御
影
地
車
保
存
会

中
御
影
青
年
会

西
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
地
車
保
存
会

弓
場
自
治
会

弓
場
地
車
保
存
会

弓
場
青
年
会

御
影
本
町
五
六
自
治
会

御
影
本
町
五
六
青
年
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
青
年
会

石
久
　
乾
石
材

植

木

信

行

植

木

　

敬

関
西
電
気
商
会

兼

清

正

幸

杉
田
組
建
築
設
計
工
房

徳
田
昭
一
郎

藤

原

　

久

み
か
さ
商
店

み
つ
巴
菓
舗

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
　
こ
ど
も
園

お
り
ょ
う
り
　
御
厨

【
献
品
】

缶
ビ
ー
ル
二
ケ
ー
ス

　
弓
弦
羽
神
社

春
祭
協
賛
会

柏
餅
　
壱
百
個虎

屋
吉
末

缶
ジ
ュ
ー
ス
二
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

お
茶
　
二
ケ
ー
ス

松
本
眼
科

月
次
祭

荒

井

暎

夫

大
江
ひ
ろ
み

大

　

　

神

奥
野
商
事
㈱

國

廣

節

子

小

前

和

代

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園

理
事
長
　
田
川
　
智

竹

中

宏

一

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

西

　

　

村

野

　

　

黒

藤

原

　

久

月
　
釜

い
わ
た
え
ん

渋

谷

宗

雅

森
社
中
　
若
草
会

直

井

宗

順

高

濱

宗

益

森
本
社
中
　
只
楽
会

新
年
・
祈
年
祭
並
び
に
春
季
大
祭
な
ど
例
年
特
別
の
玉
串
料
並
び
に
献
備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、

御
神
徳
を
景
仰
さ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
、
逐
年
、
神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を
仰
ぎ
ま
す
こ
と
は
　

御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。こ
こ
に
御
篤
志
の
方
々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
　
上
期
　
祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名

七五三のご案内
御祈祷　御初穂　　お一人 ￥8，０００　御兄弟　お二人 ￥１２，０００
御守・千歳飴・漫画古事記・お土産(お菓子・お面・風船)付
（付添の御兄弟にもお土産を差上げております）

９月２０日（水）～１２月１０日（日）の間
御祈祷を受けられるお子様には
左の写真の衣装を無料でお貸ししています。

但し、ご予約が必要です。

◎９・１０月にお借りになられたい方は　　
   ９月１日（金）より
◎１１・１２月にお借りになられたい方は
   １０月１日（日）より

いずれも午前９時～午後５時迄受付をいたします。
電話又は社務所にてお申込みください。

〔
予
定
〕

  

午
後
一
時
　
集
合

  

中
御
影
区
民
館（
東
灘
警
察
南
側
）

  

　
大
き
い
お
子
様
よ
り
着
替
え
ま
す

  

午
後
二
時
半
ご
ろ

　  

行
列
出
発

  

午
後
三
時
半
ご
ろ

　  

神
社
到
着

　  

お
祓
い
を
受
け
て
解
散
し
ま
す

  

雨
天
の
場
合
は
　
神
社
に
集
合
し

  

替
え
て
お
祓
い
を
受
け
ま
す

年　

齢
：
満
四
歳
〜
小
学
四
年
生
位　

迄

参
加
料
：
八
千
円（
予
定
）

　
　
　
　
　
（
足
袋
が
必
要
な
方
は　

別
途
千
円
必
要
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
集
合
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
受
付
：
九
月
一
日
〜
三
〇
日

先　

着
：
五
〇
名

詳
細
は
神
社
社
務
所
迄

　

電
話　

〇
七
八
ー
八
五
一
ー
二
八
〇
〇

神
幸
祭
は
三
年
に
一
度　

次
回
は　

平
成
三
十
二
年
で
す


